
 

 

  

 

 
 

 

家庭学習を定着させるためのポイント 

 

①  規則正しい生活を心がける  

  「早寝・早起き・朝ごはん」で生活のリズムを崩さないようにしましょう。  

 

②  勉強する時間を決めておく  

  学校から帰って、毎日何時から学習するのかを決めておきましょう。  

 

③  机に向ったらすぐに勉強を始める  

  マンガを読んだり携帯を触ったりせず、机に向ったら勉強を始めましょう。  

 

④  「ながら」勉強はしない  

  音楽を聴きながら、テレビを見ながらでは、能率はあがりません。学習  

 に集中できる環境をつくりましょう。  

 

⑤  机の周りを整理整頓する  

  部屋の中や学習机周りが片付いていないと学習意欲も出ません。効率よ  

 く学習できるように整理整頓を心がけましょう。  
 

  

 

 

 

自主的に学習するために  

家庭学習の進め方



 

 

各教科の家庭学習の仕方  

  家庭学習のポイントは宿題・予習・復習です。自学ノートを活用しまし

ょう。「継続は力なり」、毎日の学習の積み上げが、学力の向上につながり

ます。日常、こつこつと学習を継続することで、テスト前の学習にも大き

な効果が期待できます。  

 

☆  宿題・提出物  
 ◎  毎日宿題は、１００％提出するようにしましょう。（習慣化）  

 ◎  教科から出された宿題は、ていねいに仕上げ、期日までに必ず提出  

 するようにしましょう。  

  

≪国語≫ 
予習の仕方  

①次の日に進むところの教科書のページを、声に出して読もう。  

 

②読めない漢字・分からない言葉を調べよう。  

  

復習の仕方  

①今日学習したところの教科書のページ  

 を、声に出して読もう。  

②学習した漢字を練習しよう。  

③授業でとったノートを見直そう。  

 

その他  

 

◆できるだけ文字に親しもう  

①本や新聞を読み、感想文や意見文を書いてみよう。  

 

②読書や調べ学習で、図書室を活用しよう。  

 

授業前の  

学習  

授業後  

テスト前の学習  
授業  

学力の完成  



 

 

  

◆週末にすること  

①一週間で学習した教科書の範囲を読む。  

②漢字ノートなどを見ながら、漢字を自学自習ノートに練習する。  

 

◆テスト前にすること  

①テスト範囲発表があったら、ノートやプリントがそろっているか確認し

よう。  

②テスト範囲の教科書を読もう。  

③授業プリントを何度も解き直そう。  

④漢字を練習しよう。  

 

◆自学自習ノートの例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業で書いたノートの

内容を、もう一度自分な

りに整理！  

 間違い直しまで  

しっかりやれると  

いいね！  



 

 

≪社会≫ 
社会科はテストにおいて、暗記科目と言われますが、本来は「なぜ？」を

大切にする教科です。みなさんには「なぜそうなるのか？」という考え方を

大切に、学習に臨んでほしいと願っています。自己調整学習にチャレンジし

ましょう。  

 

予習の仕方  全体的には教科書を読み、太字について調べてみましょう！  

（地理）地図帳を見て、国や都道府県の位置を調べる。興味があるものにつ

いて、本などで調べてみる。  

（歴史）出来事の流れ (ストーリー )を確認する。  

（公民）ニュースや新聞を見る。最近の出来事を知っておく。  

 

復習の仕方  授業で学んだポイントを確認し、説明できるようになろう！  

（地理）国や地域の特色、国と国との関連性、教科書の資料を復習する。  

（歴史）出来事の流れを図や表に、大事な年号や出来事を何度も書く。  

（公民）学んだ内容がどのように現代の社会に影響を与えているのか考え、  

文章化する。大事な法律や条約など理解する。  

★Qubena やスタディサプリを活用して、いろいろな  

問題に挑戦しよう！  

 

その他  

◆授業を受ける姿勢  「なぜ？」という疑問を持ち  

ながら、授業に取り組もう！  

（地理）どんな地理的条件があって、農業や工業が  

発達したのかなどを考える。  

（歴史）登場した人物が「なぜ？」行動を起こした  

のかなど、時代背景を理解して、授業に臨む。  

出来事の流れを頭の中でイメージする。  

（公民）習っている内容が現代の社会のどこにあてはまるのかを考える。  

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Taira_no_Kiyomori,TenshiSekkanMiei.jpg


 

 

 

≪数学≫ 
予習の仕方  

①教科書を読む。  

②重要語句や疑問に思うところにアンダーラインを引く。  

③重点をノートにまとめる。  

 

復習の仕方  

 ①授業で行った例題や問題を自学自習ノートに書き写して解く。  

 ②問題集から同じ単元の問題を探して解く。  

 ③自分で問題数を決めて、計算問題を毎日解く。  

 ④Qubena を用いて、自身の課題に挑戦する。  

  

その他  

◆毎日宿題  

 ①問題を解き、解答を見て丸つけをする。  

②解けなかった問題は、解答の解き方を確認して写す。  

③Qubena での提出の場合は最後まで頑張って解きましょう。  

◆自学自習ノートの例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  ≪理科(科学)≫ 
理科 (科学 )で身につけたい力は、次の 4 つです。  

①  身近な現象や自然について疑問を持ち進んで関わる力  

②  その疑問を解くために仮説を立てて観察・実験をおこなう力  

③  科学的に探究する力（科学的思考力）  

④  知識・技能を身につけ、活用する力  

具体的には、いろいろな現象や自然の不思議を解き明かすのが、科学です。

科学を学び、科学的な見方や考え方を身につけ、私たちの生活に生

かすことを学ぶのが理科です。視界（目）に入っていても見過ごし

ている現象や自然の不思議を楽しく解き明かし、学んでいきまし

ょう。その中で上記の 4 つの力を高めていきましょう。  

 

復習の仕方  理科では、復習に力を入れましょう。  

⑴その日の内に学習した範囲のノートを見直し、わかっているか確認する。

⑵自分が重要だと判断したことや学び直したことを、忘れる前に授業ノート  

に付け加えたり、自学自習 (JJ)ノートにまとめたりする。  

⑶間違いやすい漢字に注意しながら、声に出しながら何度も書いて覚える。

⑷ワークやタブレットの問題を解く。  

①まず、何も見ないで自力で解く。  

 ②次にノートや教科書で調べる。  

 ③〇つけ、間違いなおしをする。  

解説があれば、よく読み、覚える。 

  一番大切なことは、ここ！！でき

る問題は、いい。大切なのは✖の

所。君の弱点です。これを減らすこ

とが真の学びです。同じような問

題がテストや入試に出題されます。それを〇にできてこそ、勉強のやっ

た甲斐
か い

があるのです。一問ずつ〇を増やして、素晴らしい未来をつかめ！  

★実験・観察は授業が勝負。テストのつもりで臨
のぞ

みましょう。  



 

 

≪英語≫ 
～英語の授業を受けるにあたっての心構え～  

★教科書・ノート・ファイル・ワーク（その他、先生に指示されたもの）

は休み時間のうちに準備しておこう。  

★先生の説明や仲間の発言は、その人を見てしっかりと聴こう。  

★ていねいで見やすい文字を書こう。  

★自信を持って、堂々と英語を話そう。間違っても大丈夫！  

 

 

予習の仕方  

 ①デジタル教科書で発音を確認する。  

②キュビナを使って次に学習する内容を予習しておく。  

 

復習の仕方  

 ①本文や単語を音読する。（→リスニング力のアップにもつながります！） 

 ②授業中に書いたノートやプリントを見返して、その日の授業内容を思い  

出そう！  

 ③学習したことのポイントを教科書やノートを見ながら自学自習ノートに  

まとめる。  

④問題集を使って学習したことを確認する。  

 ⑤学習した単語を音読しながら何度も書いて覚える。  

（単語カードをつくってみるのもいいかもしれません！）  

⑥キュビナやスタディサプリを活用する。  

 

その他  

◆テスト前にすること  

①テスト範囲のノートやプリントがそろっているかを確認する。  

 ②ワークや問題を繰り返し解く。  

◆英検に挑戦しよう。  

（めやすとして１年…５級以上  ２年…４級以上  ３年…３級以上）  

☆２級以上を持っていると、公立高校の入試で優遇されます！  

◆１日３文程度の英語で日記を書いてみよう。  

 



 

 

 

◆自学自習ノートの例  

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単語や熟語は、声に

出して読みながら何度

も書くと覚えられる

よ！  

学習したことのポイン

トを教科書やノートを

使って、自学自習ノー

トにまとめてみよう！  

 

学習した単語や文

法を使って英文を

書いてみよう！  

 

このように、学習したその日や週末

に少しずつ家庭学習を続けて

いくことが大事です！  

 



 

 

≪音楽≫ 
予習の仕方   
①歌詞を覚える。  

②音符の長さを覚える。  

③音符を読んで、階名を書いておく。（リコーダー）  

 

復習の仕方   
①授業プリントを見直す。  

②歌を繰り返し歌う。  

③リコーダーを練習する。  

④リズムを何度も繰り返し、自分のものにする。  

 
その他   
音楽の授業では、実技テストがあるので、日々の授業を大切にしよう。  

ふだんから音に触れよう。  

 

 

≪美術≫ 
・普段の制作活動は、授業時間内に完成させることをこころがけよう。  

・完成が間に合わない時は、提出期限までに家で完成させよう。  

 

・家庭学習では、授業で配布したプリントを何度も見直そう。  

・定期テストでは、実技テスト (10 点～15 点 )があるので授業を大切にしよう。  

 

 

≪保健体育≫ 
・教科書をしっかり読もう。  

・授業で使用したプリントを見直そう。  

・保健体育ノートの「学習のまとめ」を覚えるまで解こう。  

☆授業がとても大切です。授業をしっかり聞き、家で復習のために、要点の

まとめをしましょう。  



 

 

 

≪技術・家庭≫ 
学習の進め方  

・知識を活用して、ものづくりに活かそう。  

・授業での「気づき」を大切に実生活に活かそう。  

 

※教科書やプリントを見直した後、実際に生活でできることに取り組みまし

ょう。料理の手伝いや身の回りの整理、電気の使い方の工夫、植物の観察な

どです。取り組んだことだけでなく、気づいたことや工夫したことを記録す

ることが大切です。自分の生活をよりよくする視点で考え、次の学びにつな

げていきましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


